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ご
あ
い
さ
つ 

 

観
峰
館
本
館
五
階
展
示
室
で
、
令
和
三
年
度
夏
季
平
常
展
「
館
蔵
中

国
書
画―

臨
書
・
倣
画
の
世
界―

」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

書
を
学
ぶ
と
き
、
手
本
を
写
す
「
臨
書
」
は
、
避
け
て
は
通
れ
ぬ
学

習
方
法
で
す
。
先
人
の
名
跡
を
、
あ
る
い
は
自
ら
の
師
匠
の
字
を
真
似

て
写
す
こ
と
で
、
自
ら
の
技
術
を
向
上
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
た
だ
、
書

に
お
け
る
「
臨
書
」
は
、
た
だ
形
を
そ
っ
く
り
に
写
す
こ
と
だ
け
を
目

的
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
「
臨
書
」
の
目
的
は
、
手
本
の
「
形
」
を
写

し
つ
つ
、
手
本
の
字
が
持
っ
て
い
る
「
勢
い
」
や
「
雰
囲
気
」
を
も
写

し
取
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。 

中
国
で
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
、
南
宋
（
一
一
二
七
～
一
二
七

九
）
の
頃
に
は
、
す
で
に
あ
り
ま
し
た
。
本
展
で
展
示
し
て
い
る
作
品 

は
概
ね
清
時
代
後
期
か
ら
中
華
民
国
初
期
の
も
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
ら 

  

も
ま
た
、
「
勢
い
」
や
「
雰
囲
気
」
を
写
し
取
ろ
う
と
し
た
作
品
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。 

書
家
た
ち
は
、
手
本
と
す
る
作
品
に
ど
の
よ
う
に
「
臨
む
」
の
で
し

ょ
う
か
。
そ
の
在
り
方
の
一
端
を
、
本
展
を
通
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
絵
画
の
領
域
に
は
、
先
人
の
画
風
に
「
倣
う
」
も
の
が
多
く

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
手
本
と
し
た
作
家
の
「
風
」
で
描
い
た
も
の
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
本
展
で
は
こ
れ
を
、「
臨
書
」
に
対
応
す
る
語
と

し
て
「
倣
画
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
画
家
た
ち
が
「
倣
う
」
画
風
は
、

同
時
代
の
作
家
の
も
の
か
ら
、
漠
然
と
「
宋
人
」
や
「
元
人
」
で
あ
っ

た
り
し
ま
す
。
同
じ
画
風
に
倣
っ
て
い
る
の
に
、
画
家
が
違
え
ば
作
風

も
異
な
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
見
比
べ
な
が
ら
、
画
家
た
ち
の
表
現
を
味

わ
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 
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１ 

宋
伯
魯
（
一
八
五
四
～
一
九
三
二
） 

「
草
書
臨
王
羲
之
成
都
城
池
・
朱
処
仁
帖
軸
」
中
華
民
国
一
一
年
（
一
九
二
二
） 

  
 

 

【
解
説
】 

 

王
羲
之
（
三
〇
三
？
～
三
六
一
？
）
が
書
い
た
手
紙
「
成
都
城
池
帖
」
と
「
朱

処
仁
帖
」
を
、
中
華
民
国
初
期
に
活
躍
し
た
書
家
・
宋
伯
魯
が
臨
書
し
た
作
品
。

自
然
な
肥
痩
を
伴
う
墨
線
を
用
い
つ
つ
、
安
定
感
の
あ
る
字
を
形
作
っ
て
い
る
。

各
字
は
概
ね
同
程
度
の
大
き
さ
に
ま
と
め
ら
れ
、
整
然
と
し
た
印
象
を
生
ん
で

い
る
。
作
者
の
非
凡
さ
が
窺
え
る
臨
書
で
あ
る
。 

 

芝 

田 

宋 

伯 

魯 

２ 

蓮
渓
（
一
八
一
六
～
一
八
八
四
） 

「
関
山
夜
月
図
扇
面
」
清
時
代
後
期 

 

 
 

 

【
解
説
】 

 

清
時
代
後
期
の
僧
・
蓮
渓
が
、
関
所
の
あ
る
山
々
を
月
が
照
ら
し
て
い
る
情

景
を
描
い
た
作
品
。
落
款
に
は
「
宋
人
の
法
に
倣
い
、
ま
た
こ
れ
を
擬
す
」
と
あ

る
。
具
体
的
な
作
者
・
作
品
を
明
示
し
な
い
こ
と
か
ら
、
宋
時
代
の
作
品
か
ら
イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
て
制
作
し
た
も
の
だ
ろ
う
。 

 

部分拡大 

落款拡大 
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３ 

楊
庚
（
生
卒
年
不
詳
） 

「
竹
林
七
賢
図
扇
面
」
制
作
年
不
詳 

 

 

 
 

 

【
解
説
】 

 

竹
林
の
中
で
文
字
を
書
き
、
楽
器
を
弾
く
人
物
た
ち
が
描
か
れ
て
い
る
。
魏

晋
時
代
に
俗
世
間
を
避
け
、
隠
棲
し
た
「
竹
林
の
七
賢
」
を
画
題
と
し
た
作
品
。

落
款
に
は
「
元
人
の
筆
意
に
倣
う
」
と
あ
る
。
作
者
の
目
的
は
、
元
時
代
の
技
法

を
真
似
る
こ
と
で
は
な
く
、「
筆
意
」
す
な
わ
ち
趣
や
風
合
い
を
表
現
す
る
こ
と

に
あ
る
と
い
う
。 

４ 

丁
仏
言
（
一
八
七
八
～
一
九
三
〇
） 

「
篆
書
臨
戍
甬
鼎
銘
軸
」
中
華
民
国
一
七
年
（
一
九
二
八
） 

 

 

 

【
解
説
】 

 

中
華
民
国
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し
た
丁
仏
言
が
、
殷
末
に
作
ら

れ
た
青
銅
器
「
戍
甬
鼎
」
の
銘
文
を
臨
書
し
た
作
品
。
筆
圧
に
強
弱
を
加
え
ず
に

引
か
れ
た
肥
痩
の
な
い
線
で
、
青
銅
器
に
鋳
込
ま
れ
た
文
字
の
姿
を
書
き
表
し

て
い
る
。
二
行
目
の
一
字
目
「
子
」
の
一
画
目
な
ど
は
、
何
度
か
筆
を
重
ね
て
塗

り
つ
ぶ
す
こ
と
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。 

 

 

邁 
 

鈍 
 

丁 
 

佛 
 

言 

部分拡大 

落款拡大 
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５ 

李
瑞
清
（
一
八
六
七
～
一
九
二
〇
） 

「
楷
書
臨
崔
敬
邕
墓
誌
銘
軸
」
中
華
民
国
四
年
（
一
九
一
五
） 

 

 

 

【
解
説
】 

 

中
華
民
国
初
期
に
活
躍
し
た
書
家
・

李
瑞
清
が
北
魏
の
「
崔
敬
邕
墓
志
銘
」

を
臨
書
し
た
作
品
。
筆
を
過
剰
に
震
わ

せ
る
書
体
は
「
鋸
体
」
と
呼
ば
れ
、
中

華
民
国
初
期
の
上
海
で
流
行
し
た
。 

本
作
も
「
鋸
体
」
に
よ
る
臨
書
作
品
。

震
え
る
墨
線
は
、
手
本
と
し
た
石
碑
が

磨
滅
し
て
い
る
様
子
を
鑑
賞
者
に
想

起
さ
せ
る
。 

６ 

伊
立
勲
（
一
八
五
六
～
一
九
四
二
） 

「
隷
書
臨
史
晨
前
碑
軸
」
中
華
民
国
九
年
（
一
九
二
〇
） 

 

 

 

【
解
説
】 

 

中
華
民
国
初
期
に
活
躍
し

た
書
家
・
伊
立
勲
が
後
漢
の

「
史
晨
碑
」
を
手
本
と
し
、
そ

の
碑
陽
（
碑
の
表
）
で
あ
る

「
史
晨
前
碑
」
を
臨
書
し
た

作
品
。 

波
打
つ
よ
う
な
ハ
ラ
イ

（
波
磔
）
以
外
は
概
ね
直
線

で
文
字
が
組
み
立
て
ら
れ
て

い
る
。
末
端
に
見
え
る
カ
ス

レ
か
ら
は
、
筆
者
が
力
強
く

筆
を
運
ぶ
姿
が
見
え
る
よ
う

で
あ
る
。 

部分（紙面右上部）拡大 

部分（紙面上部）拡大 
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７ 

蕭
蛻
（
一
八
六
三
～
一
九
五
八
） 

「
楷
書
臨
瘞
鶴
銘
軸
」
清
時
代
末
期
～
現
代 

 

 

 

【
解
説
】 

 

清
末
～
現
代
に
か
け
て
活
躍
し
た
書
家
・
蕭
蛻
が
梁
の
「
瘞
鶴
銘
」
を
臨
書
し

た
作
品
。「
瘞
鶴
銘
」
は
岩
肌
に
刻
さ
れ
た
も
の
で
、
字
が
傾
き
、
行
に
歪
み
が

見
ら
れ
る
。 

本
作
も
、
そ
の
よ
う
な
姿
を
再
現
す
る
よ
う
に
、
字
は
や
や
傾
い
て
い
る
。
ま

た
、
一
行
目
の
「
也
」
や
三
行
目
の
「
不
」
を
小
さ
く
し
、
紙
面
全
体
を
整
然
と

ま
と
め
て
い
る
。 

   

８ 

呉
譲
之
（
一
七
七
九
～
一
八
七
〇
） 

「
隷
書
臨
西
嶽
華
山
廟
碑
軸
」
清
時
代
後
期 

 

 

 

【
解
説
】 

 

清
時
代
後
期
を
代
表
す
る
書
家
の
一
人
、
呉
譲
之
（
字
は
煕
載
）
が
後
漢
の

「
西
嶽
華
山
廟
碑
」
を
臨
書
し
た
作
品
。
署
名
は
な
い
が
、「
呉
氏
譲
之
」
の
印

が
押
さ
れ
て
い
る
。
や
や
太
め
の
線
で
書
か
れ
た
力
強
い
臨
書
作
品
。
波
打
つ

よ
う
な
ハ
ラ
イ
（
波
磔
）
で
は
、
自
然
な
線
の
肥
痩
を
見
せ
る
。 

 

 

印影拡大 

 上：「呉氏譲之」 

 下：「晩学生」 
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９ 

王
連
（
生
卒
年
不
詳
） 

「
老
嫗
解
詩
図
扇
面
」
清
時
代
後
期 

 

 
 

 

【
解
説
】 

 

清
時
代
後
期
の
画
家
、
王
連
が
「
新
羅
山
人
本
に
倣
う
」
と
し
て
描
い
た
作

品
。「
新
羅
山
人
」
は
清
の
画
家
で
あ
る
華
嵓
（
一
六
八
二
～
一
七
五
五
？
）
の

こ
と
。
白
居
易
（
七
七
二
～
八
四
六
）
が
詩
を
作
る
際
、
年
を
と
っ
た
女
性
に
読

み
聞
か
せ
、
理
解
で
き
る
か
を
確
か
め
、
理
解
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
書
き
直

し
た
と
い
う
故
事
を
描
い
て
い
る
。 

１０ 

湯
禄
名
（
一
八
〇
四
～
一
八
七
四
） 

「
倣
華
嵓
人
物
図
扇
面
」
清
時
代
後
期 

 

 
 

 

【
解
説
】 

 

清
時
代
後
期
の
画
家
、
湯
禄
名
が
「
新
羅
山
人
華
嵓
（
一
六
八
二
～
一
七
五

五
？
）
の
筆
意
に
倣
う
」
と
し
て
描
い
た
作
品
。
画
面
右
側
に
は
竹
林
が
あ
り
、

そ
の
横
に
杖
を
持
つ
老
人
と
、
脇
に
立
つ
童
子
を
描
く
。
風
が
吹
き
抜
け
た
の

か
、
童
子
は
頭
巾
を
押
さ
え
、
老
人
の
服
が
た
な
び
い
て
い
る
。 

 

部分拡大 

部分拡大 
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１１ 

沈
心
海
（
一
八
五
五
～
一
九
四
一
） 

「
倣
華
嵓
人
物
図
扇
面
」
清
時
代
末
期 

光
緒
二
六
年
（
一
九
〇
〇
） 

 

 
 

 

【
解
説
】 

 

清
時
代
後
期
の
画
家
、
沈
心
海
が
「
新
羅
山
人
の
筆
意
に
倣
う
」
と
し
て
描
い

た
作
品
。
沈
心
海
は
著
名
な
画
家
で
あ
る
銭
慧
安
（
一
八
三
三
～
一
九
一
一
）
の

高
弟
で
あ
る
。
落
款
に
は
「
白
石
翁
詩
」
と
あ
り
、
明
の
沈
周
（
一
四
二
七
～
一

五
〇
九
）
の
詩
を
絵
画
化
し
た
も
の
。
釣
り
を
す
る
老
人
と
、
童
子
が
二
人
描
か

れ
て
い
る
。 

１２ 

呉
穀
祥
（
一
八
四
八
～
一
九
〇
三
） 

「
松
声
泉
韻
図
扇
面
」
清
時
代
末
期 

光
緒
二
六
年
（
一
九
〇
〇
） 

  
 

 

 

【
解
説
】 

 

清
時
代
末
期
の
画
家
、
呉
穀
祥
が
「
六
如
と
新
羅
の
筆
意
に
倣
う
」
と
し
て
描

い
た
作
品
。「
六
如
」
と
は
明
の
唐
寅
（
一
四
七
〇
～
一
五
二
四
）、「
新
羅
」
は

清
の
華
嵓
（
一
六
八
二
～
一
七
五
五
？
）
で
あ
る
。
時
代
の
違
う
古
い
作
例
に
倣

っ
た
と
主
張
す
る
の
は
、
自
ら
の
作
品
を
高
く
価
値
づ
け
る
論
法
の
一
つ
で
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

部分拡大 

部分拡大 



8 

 

１３ 

黄
山
寿
（
一
八
五
五
～
一
九
一
九
） 

「
寿
星
図
」
清
時
代
末
期 

光
緒
三
〇
年
（
一
九
〇
四
） 

 

 

 

【
解
説
】 

 

清
時
代
末
期
に
活
躍
し
た
黄
山
寿
が
華
嵓
（
一
六
八
二
～
一
七
五
五
？
）
の

筆
法
に
倣
っ
て
白
髪
白
髯
の
老
人
を
描
い
た
作
品
。「
寿
星
」
と
は
長
寿
を
司
る

神
の
名
で
、
本
作
の
題
箋
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
桃
の
枝
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
西

王
母
の
桃
を
盗
ん
で
長
寿
を
得
た
と
い
う
東
方
朔
（
前
一
五
四
～
前
九
三
）
を

描
い
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。 

 

 

１４ 

陳
康
侯
（
一
八
六
六
～
一
九
三
七
） 

「
人
物
図
」
中
華
民
国
一
二
年
（
一
九
二
三
） 

 

 

 

【
解
説
】 

 

清
末
～
中
華
民
国
初
期
に
活
躍

し
た
画
家
で
あ
る
陳
康
侯
が
華
嵓

（
一
六
八
二
～
一
七
五
五
？
）
の
筆

意
に
倣
っ
た
と
い
う
作
品
。
机
に
突

っ
伏
し
て
眠
る
老
人
と
、
そ
の
周
囲

で
遊
ぶ
子
供
た
ち
を
描
く
。
老
人
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
机
に
置
い
た

メ
ガ
ネ
を
取
ろ
う
と
す
る
子
供
は
、

悪
戯
好
き
な
笑
顔
を
見
せ
て
い
る
。 

題箋 

「黄山寿 寿星」 

部分拡大 
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１５ 

高
邕
（
一
八
五
〇
～
一
九
二
一
） 

「
行
書
臨
黄
州
寒
食
詩
巻
横
披
」 

清
時
代
末
期 

光
緒
二
〇
年
（
一
八
九
五
） 

 

【
解
説
】 

 

清
末
～
中
華
民
国
初
期
に
活
躍
し

た
書
家
・
高
邕
が
蘇
軾
（
一
〇
三
七
～

一
一
〇
一
）
の
「
黄
州
寒
食
詩
巻
」
と
、

そ
れ
に
付
さ
れ
た
黄
庭
堅
（
一
〇
四
五

～
一
一
〇
五
）
の
跋
文
を
臨
書
し
た
も

の
。
字
形
や
行
全
体
が
傾
い
て
い
る
の

は
、「
黄
州
寒
食
詩
巻
」
に
も
見
ら
れ
る

特
徴
だ
が
、
線
質
に
つ
い
て
は
、
高
邕

独
特
の
肥
痩
の
な
い
直
線
的
な
も
の

へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。 

       

１６ 

愛
新
覚
羅 

溥
伒
（
一
八
九
三
～
一
九
六
六
） 

「
行
書
臨
米
芾
蘭
亭
序
跋
軸
」
中
華
民
国
二
一
年
（
一
九
三
二
） 

 

 

 

【
解
説
】 

 

清
の
宗
室
（
皇
帝
の
一
族
）
で
あ
る
溥
伒
が
、
黄
絹
本
「
蘭
亭
序
」（
原
本
は

北
京
故
宮
博
物
院
が
所
蔵
）
に
付
さ
れ
る
米
芾
（
一
〇
五
一
～
一
一
〇
七
）
の
跋

を
臨
書
し
た
も
の
。
縦
長
で
左
へ
倒
れ
る
字
形
は
、
米
芾
の
書
に
お
け
る
特
徴

の
一
つ
で
あ
る
。
手
本
に
似
せ
な
が
ら
、
線
に
伸
び
や
か
さ
を
失
わ
な
い
点
に
、

溥
伒
の
力
量
が
垣
間
見
え
る
。 

  

 

壬 

申 

長 

夏 

雪 

斎 

溥 

伒 

臨 

 

 

落款拡大 



10 

 

１７ 

蒲
華
（
一
八
三
〇
～
一
九
一
一
） 

「
行
書
臨
米
芾
蜀
素
帖
軸
」
清
時
代
後
期 

 

 

 

【
解
説
】 

 

清
時
代
後
期
に
活
躍
し
た

書
家
・
蒲
華
が
米
芾
（
一
〇
五

一
～
一
一
〇
七
）
の
「
蜀
素
帖
」

を
臨
書
し
た
作
品
。
勢
い
よ

く
カ
ス
レ
を
伴
っ
て
引
か
れ

た
墨
線
は
、
米
芾
の
書
と
は

異
な
る
、
蒲
華
の
書
に
お
け

る
特
質
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。
時
折
見
せ
る
、
震
え
た
よ

う
な
線
は
、
何
紹
基
（
一
七
九

九
～
一
八
七
三
）
な
ど
の
清

朝
の
書
に
影
響
を
受
け
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

１８ 

伊
立
勲
（
一
八
五
六
～
一
九
四
二
） 

「
草
書
臨
孫
過
庭
書
譜
軸
」
中
華
民
国
二
一
年
（
一
九
三
二
） 

 

 

 

【
解
説
】 

 

中
華
民
国
初
期
に
活
躍
し
た

書
家
・
伊
立
勲
が
孫
過
庭
（
六
四

八
～
七
〇
三
）
の
「
書
譜
」
を
臨

書
し
た
も
の
。
草
書
体
で
は
あ

る
が
、
文
字
を
続
け
て
書
く
こ

と
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
同
程
度

の
大
き
さ
で
独
立
し
て
い
る
。

紙
面
に
は
、
楷
書
体
が
並
ん
で

い
る
か
の
よ
う
な
整
然
さ
が
あ

り
、
こ
れ
は
、
伊
立
勲
の
他
作
品

と
も
共
通
す
る
特
質
で
も
あ
る
。 

  

部分（2 行目 4 字目「女」）拡大 

部分（2 行目 4 字目「妍」）拡大 
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１９ 

馬
公
愚
（
一
八
九
〇
～
一
九
六
八
） 

「
草
書
臨
孫
過
庭
書
譜
軸
」
中
華
民
国 

 

 

 

【
解
説
】 

 

中
華
民
国
初
期
に
活
躍
し
た
書
家
・
馬
公
愚
が
孫
過
庭
（
六
四
八
～
七
〇
三
）

の
「
書
譜
」
を
臨
書
し
た
も
の
。
字
形
に
お
け
る
大
小
や
概
形
の
変
化
、
線
に
お

け
る
墨
の
潤
渇
や
肥
痩
の
変
化
な
ど
が
多
彩
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
ら
に
「
わ

ざ
と
ら
し
さ
」
が
な
く
、
極
め
て
自
然
に
行
わ
れ
て
い
る
。 

       

２０ 

沈
振
麟
（
生
卒
年
不
詳
） 

「
花
卉
図
団
扇
」
清
時
代
後
期 

 

 
 

 

【
解
説
】 

 

宮
廷
画
家
と
し
て
活
躍
し
た
沈
振
麟
が
「
南
田
翁
」
こ
と
惲
寿
平
（
一
六
三
三

～
一
六
九
〇
）
の
筆
意
に
倣
っ
て
描
い
た
作
品
。
葉
や
花
び
ら
の
グ
ラ
デ
ー
シ

ョ
ン
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
チ
ー
フ
の
形
を
正
確
に
描
く
と
こ
ろ
に
、
宮
廷
画
家

と
し
て
の
力
量
が
表
れ
て
い
る
。
茎
は
曲
線
的
に
描
か
れ
、
三
つ
の
花
が
ま
る

で
踊
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
構
図
を
と
っ
て
い
る
。 

部分（4 行目 5～6 字目

「並運」）拡大 
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２１ 

蓮
渓
（
一
八
一
六
～
一
八
八
四
） 

「
蘭
図
」
清
時
代
後
期 

  
 

 
 

 

【
解
説
】 

 

清
時
代
後
期
の
僧
・
蓮
渓
が
、「
南
田
老
人
」
こ
と
清
の
初
期
に
活
躍
し
た
惲

寿
平
（
一
六
三
三
～
一
六
九
〇
）
の
意
に
倣
っ
て
描
い
た
作
品
。
細
く
引
か
れ
た

墨
線
と
、
そ
こ
に
表
れ
る
わ
ず
か
な
濃
淡
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
蘭
の
姿

を
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
透
明
感
の
あ
る
淡
墨
を
用
い
て
肥
痩
の
あ
る
線
を

引
き
、
岩
の
厚
み
を
表
現
す
る
。 

２２ 

張
熊
（
一
八
〇
三
～
一
八
八
六
） 

「
花
虫
図
斗
方
」
清
時
代
後
期 

 

 
 

 

【
解
説
】 

 

清
時
代
後
期
に
活
躍
し
た
張
熊
が
、
惲
寿
平
（
一
六
三
三
～
一
六
九
〇
）
の

「
設
色
」（
墨
だ
け
で
は
な
い
、
色
を
用
い
た
絵
画
）
に
倣
っ
て
描
い
た
作
品
。

小
さ
な
点
を
い
く
つ
も
打
ち
、
花
や
葉
、
バ
ッ
タ
を
描
き
出
し
て
い
る
。
葉
に
は

異
な
る
色
味
を
用
い
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
厚
み
の
変
化
が
あ
る
よ
う

に
見
せ
る
。 

 

部分拡大 
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２３ 

李
野
（
一
八
四
三
～
？
） 

「
花
卉
図
斗
方
」
清
時
代
末
期 

光
緒
二
二
年
（
一
八
九
六
） 

  
 

 

 

【
解
説
】 

 

清
時
代
後
期
に
画
家
と
し
て
活
躍
し
た
李
野
が
、
惲
寿
平
（
一
六
三
三
～
一

六
九
〇
）
の
「
粉
本
」（
手
本
）
に
倣
っ
て
描
い
た
作
品
。
ニ
ジ
ミ
を
利
用
し
て

葉
を
描
き
、
茎
や
花
は
輪
郭
線
と
着
色
に
よ
り
表
現
す
る
。
花
が
生
え
て
い
る

岩
場
は
、
カ
ス
レ
を
用
い
た
墨
の
線
で
描
き
出
さ
れ
る
。
あ
ら
ゆ
る
技
法
を
使

い
こ
な
せ
る
作
家
の
自
負
が
表
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

２４ 

周
笠
（
生
卒
年
不
詳
） 

「
花
卉
図
斗
方
」
清
時
代
後
期 

道
光
元
年
（
一
八
二
一
） 

  
 

 
 

 

【
解
説
】 

 

清
時
代
後
期
に
画
家
と
し
て
活
躍
し
た
周
笠
が
、「
南
田
翁
＝
惲
寿
平
（
一
六

三
三
～
一
六
九
〇
）
に
擬
す
」
と
し
て
描
い
た
作
品
。
枝
に
は
輪
郭
線
が
な
く
、

ま
っ
す
ぐ
淀
み
な
く
引
か
れ
た
線
で
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
花
・
葉
・
枝
、
い
ず

れ
も
薄
い
色
味
で
統
一
さ
れ
、
紙
面
全
体
に
瀟
洒
な
風
合
い
が
漂
っ
て
い
る
。 
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２５ 

杜
祖
培
（
一
八
五
九
～
一
九
三
五
） 

「
花
卉
図
団
扇
」
清
時
代
末
期
～
中
華
民
国
初
期 

  
 

 
 

 

【
解
説
】 

 

清
時
代
後
期
に
活
躍
し
た
杜
祖
培
に
よ
る
花
卉
図
。
落
款
に
は
「
南
田
粉
本

＝
惲
寿
平
（
一
六
三
三
～
一
六
九
〇
）
の
手
本
を
写
し
た
」
と
あ
る
。
し
な
や
か

な
曲
線
で
描
き
出
さ
せ
た
枝
ぶ
り
と
、
花
弁
が
幾
重
に
も
重
な
る
花
の
豊
か
さ

が
見
事
で
あ
る
。
画
面
右
上
部
の
葉
は
、
花
や
枝
よ
り
も
手
前
に
あ
る
よ
う
描

か
れ
、
紙
面
の
奥
行
き
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

２６ 

馮
文
蔚
（
一
八
四
一
～
一
八
九
六
） 

「
楷
書
臨
趙
孟
頫
千
字
文
冊
」
清
時
代
末
期 

光
緒
二
一
年
（
一
八
九
五
） 

  
 

 
 

 

【
解
説
】 

 

清
時
代
の
官
僚
で
あ
っ
た
馮
文
蔚
が
、
趙
孟
頫
（
一
二
五
四
～
一
三
二
二
）
の

「
千
字
文
」
を
臨
書
し
た
作
品
。
や
や
扁
平
気
味
で
、
ハ
ラ
イ
を
長
く
と
り
な
が

ら
、
文
字
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
さ
な
い
点
は
、
趙
孟
頫
の
書
に
見
ら
れ
る
特

徴
を
臨
書
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
柔
ら
か
で
自
然
な
肥
痩
を
持
つ
線
質
は
、
最
終

頁
ま
で
揺
ら
ぐ
こ
と
な
く
終
始
一
貫
し
て
い
る
。 



15 

 

２７ 

馮
文
蔚
（
一
八
四
一
～
一
八
九
六
） 

「
楷
書
臨
趙
孟
頫
張
総
管
墓
誌
銘
冊
」
清
時
代
末
期
光
緒
二
一
年
（
一
八
九
五
） 

  
 

 
 

 

【
解
説
】 

清
時
代
の
官
僚
で
あ
っ
た
馮
文
蔚
が
、
趙
孟
頫
（
一
二
五
四
～
一
三
二
二
）
の

「
張
総
管
墓
誌
銘
」
を
臨
書
し
た
作
品
。
も
と
墓
誌
銘
に
刻
す
た
め
に
書
か
れ

た
原
稿
で
あ
り
、
趙
孟
頫
の
書
に
お
い
て
、
公
的
性
格
の
強
い
も
の
で
あ
る
。
時

に
点
画
を
続
け
て
書
く
部
分
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
字
が
不
均
衡
に
な
る

こ
と
は
な
く
、
強
い
安
定
感
が
紙
面
を
支
配
し
て
い
る
。 

２８ 

馬
衡
（
一
八
八
〇
～
一
九
五
〇
） 

「
臨
書
巻
」 

中
華
民
国
三
五
年
（
一
九
四
六
） 

 

【
解
説
】 

 

北
京
大
学
教
授
・
故
宮
博
物
院
院
長
を
歴
任
し

た
馬
衡
に
よ
る
臨
書
を
一
巻
に
ま
と
め
た
も
の
。

甲
骨
・
金
文
・
石
鼓
文
か
ら
蘭
亭
序
・
書
譜
ま
で

九
種
の
作
品
が
臨
書
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、

現
在
の
中
国
書
法
史
の
正
統
派
と
位
置
付
け
ら
れ

る
作
品
で
あ
り
、
名
跡
に
学
ぼ
う
と
す
る
作
者
の

意
識
が
感
じ
ら
れ
る
。 

 

          

展示部分 

臨「蘭亭序」拡大 
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テーマ 目録番号 作家名（生卒年） 作品名

1 4A-4183 宋伯魯（1854～1932） 草書臨王羲之成都城池・朱処仁帖軸

2 4a-2641-3 蓮渓（1816～1884） 関山夜月図扇面

3 z4a-0188-2 楊庚（生卒年不詳） 竹林七賢図扇面

4 4A-0232 丁仏言（1878～1930） 篆書臨戍甬鼎銘軸

5 4A-1611 李瑞清（1867～1920） 楷書臨崔敬邕墓誌銘軸

6 4A-0094 伊立勲（1856～1942） 隷書臨史晨前碑軸

7 4A-1012-1 蕭蛻（1863～1958） 楷書臨瘞鶴銘軸

8 4A-0870 呉譲之（1779～1870） 隷書臨西嶽華山廟碑軸

9 z4a-0200-1 王連（生卒年不詳） 老嫗解詩図扇面

10 4a-0626-2 湯禄名（1804～1874） 倣華嵓人物図扇面

11 2F-0037-1 沈心海（1855～1941） 人物図扇面

12 z4a-0183 呉穀祥（1848～1903） 松声泉韻図扇面

13 4a-0613 黄山寿（1855～1919） 東方朔図

14 z4a-0365 陳康侯（1866～1937） 人物図

15 4A-4149 高邕（1850～1921） 行書臨黄州寒食詩巻横披

16 4A-2716 愛新覚羅 溥伒（1893～1966） 行書臨米芾蘭亭序跋軸

17 4A-0224 蒲華（1830～1911） 行書臨米芾蜀素帖軸

18 4A-4288 伊立勲（1856～1942） 草書臨孫過庭書譜軸

19 4A-2286 馬公愚（1890～1968） 草書臨孫過庭書譜軸

20 5a-0034-2 沈振麟（生卒年不詳） 花卉図団扇

21 4a-3677 蓮渓（1816～1884） 蘭図

22 4a-1343-1 張熊（1803～1886） 花虫図斗方

23 4a-3665-1 李野（1843～？） 花卉図斗方

24 t-0468-1 周笠（生卒年不詳） 花卉図斗方

25 1F-0047-1 杜祖培（1859～1935） 牡丹花卉図

26 書冊-C-003-1 馮文蔚（1841～1896） 楷書臨趙孟頫千字文・張総管墓誌銘

27 書冊-C-003-2 馮文蔚（1841～1896） 楷書臨趙孟頫千字文・張総管墓誌銘

28 巻-書-020 馬衡（1880～1950） 臨書巻

惲寿平に倣う

名跡を学ぶ

館蔵中国書画－臨書・倣画の世界－　出品リスト
会期：令和3年（2021）6月19日（土）～8月29日（日）

臨書と倣画

石刻の臨書

新羅山人に倣う

墨跡の臨書


